
弁
天
様
略
記 

 

（
表
紙
） 

「 
 

弁
天
様
略
記 

 
 
 
 

付
弁
財
天
の
由
来
と
弁
天
町
変
遷
図 

 

」 
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ま
え
が
き 

弁
財
天
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天
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天
様
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そ
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景
と
地
形
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て 
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中
の
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外
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原
と
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う
地
名 

川
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邑
の
誕
生
と
利
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変
流 
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邑
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誕
生 

 
 

利
根
の
変
流
と
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利
根
川
の
誕
生 

 
 

自
然
堤
防
時
代
想
像
図 

 
 

古
利
根
河
畔
の
弁
財
天 

 
 

各
地
の
弁
財
天 

弁
財
天
社
の
移
り
変
わ
り 

 
 

弁
天
島
か
弁
天
半
島
か 

明
治
二
十
五
年
の
古
地
図 

 
 

明
治
以
前
の
弁
財
天
安
置
想
像
図 

 
 

弁
財
天
川
砂
の
中
へ
沈
む 

 
 

土
手
の
上
の
弁
財
天 

 
 

停
車
場
の
初
期
時
代 

 
 

弁
財
天
夢
枕
に
立
つ 

 
 

古
利
根
川
改
修
時
の
弁
財
天 
 
 

弁
財
天
の
神
々 

 
 

移
遷
後
の
弁
財
天 

 
 

弁
財
天
に
始
め
て
祠
を
作
る 

 
 

そ
の
後
も
続
く
関
根
家
の
守
り 

 

昭
和
年
代
の
弁
財
天 

弁
財
天
関
係
年
表 

 
 

明
治
末
年
頃
の
町
内
図 

 
 

大
正
末
年
頃
の
町
内
図 

弁
財
天
は
白
竜
の
神
か 

 
 

お
飾
り
は
尾
花
分
家 

杉
戸
音
頭 

百
間
和
賛 

 
 

 

あ
と
が
き 

ワ
ー
プ
ロ
に
よ
る
再
版
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

ま
え
が
き 

 
昭
和
四
十
七
年
度
、
は
か
ら
ず
も
当
弁
天
町
の
地
区
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
以
来
六
ヵ

月
、
町
内
各
位
の
指
導
と
協
力
の
も
と
、
役
場
末
端
行
政
の
手
伝
い
を
致
し
て
参
り
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
天
王
様
の
祭
り
を
通
じ
、
停
車
場
共
栄
睦
会
内
集
会
場
で
あ
る｢

弁
天
会
館｣

の
使
用
を

致
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
、
弁
天
様
，
す
な
わ
ち
「
弁
財
天
社
」
の
由
来
に
関
心
を
抱
き
、





そ
の
調
査
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。
弁
天
町
で
生
ま
れ
、
弁
天
町
で
育
ち
、
弁
天
町
の
一
役
員
に
選
出

さ
れ
て
、
町
内
に
祀
ら
れ
て
い
る｢

弁
財
天
社｣

に
つ
い
て
の
知
識
が
皆
無
と
は
、
吾
な
が
ら
肩
身
の

狭
い
思
い
に
か
ら
れ
た
次
第
で
す
。 

こ
こ
に
そ
の
略
記
と
し
て
、
弁
財
天
由
来
、
並
び
に
弁
財
天
と
共
に
発
展
し
た
弁
天
町
内
の
変
遷

を
、
一
応
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
も
、
ひ
と
え
に
弁
財
天
社
の
導
き
の
賜
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

し
か
し
、
い
か
ん
せ
ん
浅
学
非
才
、
若
輩
の
た
め
、
且
つ
遠
く
過
ぎ
去
っ
た
昔
の
こ
と
の
上
、
資

料
散
失
多
く
、
そ
の
要
を
得
な
い
面
が
多
々
あ
る
た
め
、
専
門
的
、
学
問
的
立
場
よ
り
見
た
時
に
は
、

多
く
の
誤
り
が
内
在
す
る
事
と
は
思
い
ま
す
が
、「
一
応
の
略
記
」と
し
て
発
表
し
た
に
過
ぎ
な
い
点

を
認
め
て
、
各
位
の
了
解
を
願
う
も
の
で
す
。 

出
来
ま
す
な
ら
ば
、
い
つ
の
日
か
稿
を
改
め
、
よ
り
よ
い｢

弁
財
天
記｣

の
紹
介
を
念
じ
な
が
ら
、

ま
え
が
き
に
代
え
る
次
第
で
す
。 

 

昭
和
四
十
七
年
九
月 

 
 
 

遠
き
武
蔵
野
の
東
流
を
想
い
浮
か
べ
な
が
ら 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

島 

村 

繁 

夫 

  

弁
財
天
石
碑
図 

 

寛
政
元
巳
酉 

三
月
吉
日 

 
 

弁
財
天 

 
 

百
間
邑
川
嶋 

 
 
 
 

講
中
二
十
人 

  
 

高
さ 

37.3

㎝ 
 
 

横
幅 

21.5

㎝ 
 
 

奥
行 
15.3

㎝ 
 
 

内
則 

 
7.0

㎝ 

   
 
 
 
 

弁
財
天
に
つ
い
て 

 

一
口
に
、
弁
天
様
則
ち
弁
財
天
と
は
女
の
神
様
だ
と
い
う
こ
と
は
、
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
以
上
の
こ
と
を
、
い
ろ
い
ろ
と
辞
典
な
ど
を
通
じ
て
調
べ
て
み
ま
す
と
、
仏
教
渡
来
の
歴
史

と
同
じ
く
、
そ
の
源
は
お
釈
迦
様
生
誕
の
地
イ
ン
ド
に
発
し
て
、
イ
ン
ド
古
代
神
話
の
中
に
あ
る
「
湖

に
富
む
も
の
」
と
い
う
、
河
川
を
神
格
化
し
た
女
神
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

名
前
は
い
ろ
い
ろ
に
言
わ
れ
て
、
妙
音
天
、
美
音
天
、
大
弁
財
天
女
な
ど
、
略
し
て
弁
天
、
俗
に

弁
財
天
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ダ
ス
川
（
イ
ン
ド
三
大
河
川
の
一
つ
、
総
延
長
三.

一
九
〇
㎞
）
を
神

格
化
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
こ
の
神
は
、
人
の
汚
れ
を
払
い
、
富
、
名
誉
、
福
楽
、
食
物
を
与
え
、

勇
気
と
子
孫
と
を
恵
む
と
い
い
ま
す
。 

 

チ
ベ
ッ
ト
で
も
尊
宗
せ
ら
れ
、
中
部
の
ヤ
ム
ド
湖
に
は
、
弁
財
天
の
浄
土
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。 

  
 
 
 
 

七
福
神
の
弁
財
天 

 

日
本
に
お
い
て
、
室
町
時
代
の
中
頃
（
今
か
ら
約
五
０
０
年
前
頃
）
に
、
僧
秋
月
が
描
い
た
「
七

福
神
乗
合
船
」
に
弁
財
天
と
し
て
描
か
れ
、
そ
の
後
、
俗
信
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
に
組
み
合
わ
さ
れ

た
七
福
神
が
出
現
し
ま
し
た
が
、
一
般
的
に
は
、
次
の
七
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

恵
比
寿
・
大
黒
・
布
袋
和
尚
・
寿
老
人
・
吉
祥
天
・
毘
沙
門
天
・
弁
財
天 

  

こ
の
中
に
あ
る
弁
財
天
が
、
日
本
に
お
け
る
絵
に
な
っ
た
記
録
と
し
て
は
、
最
初
だ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

  
 
 
 
 

大
弁
財
天
の
十
五
童
子 

 
 

印
錀
童
子
・
官
帯
童
子
・
筆
硯
童
子
・
金
財
童
子
・
稲
籾
童
子
・
斗
升
童
子
・
飯
櫃
童
子 

 
 

衣
装
童
子
・
蚕
養
童
子
・
酒
泉
童
子
・
愛
敬
童
子
・
生
命
童
子
・
従
者
童
子
・
牛
馬
童
子 

 
 

船
車
童
子 



  

こ
の
十
五
童
子
各
神
呪
を
説
き
、
宇
賀
神
王
に
給
仕
し
、
一
日
よ
り
十
五
日
に
至
り
て
、
日
日
相

当
た
り
、
衆
生
に
福
音
を
与
え
る
こ
と
を
司
る
な
り
と
教
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
、
善
財
童
子
を
加
え
て
十
六
童
子
と
も
い
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 

日
本
の
三
弁
財
天
社 

 

日
本
に
お
け
る
三
弁
財
天
と
し
て
、
次
の
三
神
社
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

近
江
国
竹
生
島
弁
天
堂
（
滋
賀
県
東
浅
井
郡
び
わ
村
） 

 

相
模
国
江
ノ
島
神
社 

（
神
奈
川
県
藤
沢
市
） 

 

安
芸
国
厳
島
神
社 

 

（
広
島
県
佐
伯
郡
宮
島
町
） 

  

そ
し
て
、
弁
財
天
の
多
く
が
水
辺
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
、
も
と
も
と
が
河
川
神
で
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
と
い
え
ま
す
。 

 

な
お
、
陸
前
国
（
宮
城
県
）
金
華
山
神
社
と
、
大
和
国
（
奈
良
県
）
天
ノ
川
神
社
を
含
め
て
、
日

本
の
五
弁
財
天
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。 

 

○
竹
生
島
に
は
、
竹
生
島
観
音
様
で
名
高
い
西
国
三
十
番
札
所
の
宝
厳
寺
、
竹
生
島
明
神
の
都
久

夫
須
磨
神
社
と
共
に
弁
財
天
を
祀
っ
て
あ
る
弁
天
堂
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

○
江
ノ
島
神
社
は
、
も
と
龍
神
を
祀
り
ま
し
た
が
、
養
和
元
年
（
一
一
八
一
年
、
七
九
一
年
前
）

に
、
僧
文
覚
と
い
う
人
が
来
て
、
修
業
し
、
弁
財
天
を
勧
請
し
、
神
仏
習
合
を
説
い
て
、
金
亀

山
興
願
寺
と
号
し
ま
し
た
。 

 

明
治
維
新
の
神
仏
分
離
で
、
現
在
の
江
ノ
島
神
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

○
厳
島
神
社
に
は
、
イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
・
タ
ゴ
リ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
・
タ
ギ
ツ
ヒ
メ
ノ
ミ

コ
ト
の
三
神
が
祀
っ
て
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  
 
 
 

市
杵
島
姫
命
と
弁
財
天 

こ
の
市
杵
島
姫
命
が
弁
財
天
だ
と
言
わ
れ
て
、
三
弁
財
天
の
一
つ
に
、
厳
島
神
社
が
数
え
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
一
説
に
は
、
最
初
に
記
し
ま
し
た
よ
う
に
、
弁
財
天
は
イ
ン
ド
の
河
川
神
で
、

我
が
国
の
市
杵
島
姫
命
と
混
同
さ
れ
て
い
る
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。 

も
し
、
混
同
説
が
正
し
い
と
す
る
と
、
厳
島
神
社
と
弁
財
天
社
を
、
通
称
弁
財
天
と
し
て
祀
っ
て

い
る
事
実
を
多
く
見
受
け
る
と
こ
ろ
を
考
え
る
と
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
説
か
、
判
断
に
迷
い
を
生
じ

ま
す
。 

し
か
し
明
治
元
年
の
神
仏
判
然
令
ま
で
は
、
神
仏
習
合
（
両
部
神
道
と
も
い
い
、
神
を
仏
教
の
菩

薩
と
関
連
づ
け
て
説
明
し
神
と
仏
を
同
一
の
境
内
に
祀
る
事
）
と
し
て
両
方
に
使
わ
れ
て
い
た
と
も

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
神
と
し
て
は
市
杵
島
姫
命
、
仏
と
し
て
は
弁
財
天
と
し
て
祀
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
使
い
分
け
て
崇
拝
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 弁
天
様
の
は
じ
ま
り 

 
 
 
 

そ
の
背
景
と
地
形
に
つ
い
て 

 
 

○
わ
た
く
し
達
の
町
内
、
弁
天
町
に
祀
ら
れ
て
い
る
弁
天
社
の
始
ま
り
は
、
ご
神
体
で
あ
る
石
碑

の
右
側
に
刻
み
こ
ま
れ
て
あ
る
「
寛
政
元
年
巳
酉
三
月
吉
日
」
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
今
か
ら

丁
度
一
八
三
年
前
（
一
七
八
九
年
）
に
、
川
嶋
講
中
二
十
人
の
人
達
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
水
辺

に
祀
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

○
こ
の
二
十
人
の
家
が
、
現
在
ど
こ
と
ど
こ
の
家
か
と
い
う
こ
と
は
、
川
島
関
係
者
の
く
わ
し
い

調
査
が
待
た
れ
て
お
り
ま
す
が
、
切
戸
三
、
四
戸
、
川
島
十
五
、
六
戸
の
人
達
か
、
或
い
は
川

島
の
み
二
十
戸
の
人
達
か
、
い
か
ん
せ
ん
一
八
三
年
前
の
こ
と
で
、
ど
こ
に
も
記
録
が
無
い
た

め
、
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。 

  
 
 
 
 

川
の
中
の
島
と
切
戸 

 
○
徳
川
幕
府
が
、
利
根
川
の
流
れ
を
東
へ
つ
け
か
え
、
東
京
湾
へ
注
い
で
い
た
流
路
を
、
鹿
島
灘

へ
移
し
変
え
た
の
が
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
年
）
よ
り
、
承
応
三
年(

一
六
五
四
年)

ま
で
の
、

前
後
六
〇
年
間
（
約
三
七
八
年
～
三
一
八
年
前
）
と
記
録
に
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
名
前
が
示
す

よ
う
に
、
こ
の
古
利
根
川
筋
を
、
利
根
の
本
流
が
下
総
国
（
千
葉
県
）
と
武
蔵
国(

埼
玉
県
・
東

京
都)

の
国
境
い
と
し
て
、
滔
々
と
流
れ
続
け
て
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。 

 

○
そ
し
て
、
絶
え
ず
上
流
の
土
砂
を
運
び
つ
つ
、
あ
ち
こ
ち
に
比
較
的
高
い
土
地
を
作
り
な
が
ら



水
路
は
絶
え
ず
蛇
行
し
、
変
流
し
、
雨
期
に
は
満
々
と
水
を
湛
え
て
流
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 

こ
の
土
砂
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
地
帯
が
「
自
然
堤
防
地
帯
」
と
呼
ば
れ
る
土
地
で
あ
り
ま
す
。 

 

○
こ
の
利
根
川
の
中
に
出
来
た
自
然
堤
防
の
比
較
的
高
い
所
、
即
ち
増
水
期
で
も
川
面
に
姿
を
表

わ
し
て
い
る
土
地
、
そ
れ
が
島
と
い
う
こ
と
で
「
川
島
」
と
い
う
地
名
が
生
ま
れ
、
川
島
の
集

落
と
地
続
き
で
は
あ
っ
て
も
、
家
が
離
れ
て
い
る
、
切
れ
て
い
る
集
落
と
い
う
こ
と
で
「
切
戸
」

と
い
う
地
名
が
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

  
 
 
 
 

外
河
原
と
い
う
地
名 

 

○
川
島
と
切
戸
の
間
に
横
た
わ
っ
て
出
来
た
当
弁
天
町
は
、
原
野
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
名
も
「
外

河
原
」
と
呼
称
さ
れ
て
お
り
、
一
面
に
ス
ス
キ
の
原
が
広
が
り
、
白
狐
な
ど
が
住
ん
で
い
た
と

伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

川
嶋
邑
の
誕
生
と
利
根
川
の
変
流 

  
 
 
 
 

川
島
邑
の
誕
生 

 

川
嶋
邑
（
む
ら
）
の
人
達
の
生
活
の
始
ま
り
は
、
い
つ
の
頃
か
ら
だ
っ
た
か
、
現
在
地
元
の
人 

 
 

達
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
話
、
な
ら
び
に
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
点
か
ら
考
察
し
ま
す
と
、
約
三
五
〇

年
前
後
頃
よ
り
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

同
地
区
各
家
墓
所
の
墓
石
に
は
、
次
の
よ
う
な
年
号
が
刻
ま
れ
、
残
っ
て
い
ま
す
。 

  

池
上
家 

 

天
和
二
年 

 

二
九
〇
年
前 

 

大
高
家 

 

享
保
七
年 

 

二
五
〇
年
前 

 

尾
花
家 

 

元
禄
十
年 

 

二
七
五
年
前 

 

鷺
谷
家 

 

寛
永
十
一
年 

三
三
八
年
前 

 

島
村
家 

 

承
応
三
年 
 

三
一
八
年
前 

 

深
井
家 

 

貞
享
五
年 

 

二
八
四
年
前 

  

な
お
、
池
上
家
過
去
帳
に
は
、
高
野
永
福
寺
調
べ
に
よ
る
と
、
慶
長
九
年
（
三
六
八
年
前
）
と
い

う
記
録
が
あ
り
、
同
家
墓
所
に
、
表
面
が
剥
が
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
一
番
古
い
と
見
ら
れ
る
墓
石

が
あ
り
、
こ
の
記
録
の
裏
付
け
と
な
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

以
上
が
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
最
も
古
い
生
活
の
歴
史
で
す
が
、
こ
の
当
時
は
、
ま
だ
利
根
川
の

本
流
が
流
れ
て
い
た
時
で
あ
り
、
海
抜
八
・
八
ｍ
と
い
う
土
地
の
高
さ
か
ら
判
断
し
て
、
人
間
の
生

活
に
堪
え
ら
れ
る
だ
け
の
島
を
形
づ
く
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
同
地
区
共
同
墓
地
で
あ
る
一
庵
坊
由
来
記
に
も
、
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
年
、
二
九
六
年

前
）
に
庚
申
を
祀
る
と
あ
り
、
庵
祖
一
庵
法
師
享
保
二
年
寂
す
と
あ
り
、
こ
れ
は
今
か
ら
二
五
五
年

前
に
当
り
ま
す
。 

 

以
上
を
総
合
し
て
判
断
し
ま
す
と
、
川
嶋
邑
（
含
切
戸
）
の
人
々
の
生
活
は
、
約
三
五
〇
年
前
後

よ
り
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 

利
根
の
変
流
と
古
利
根
川
の
誕
生 

 

下
総
国
と
武
蔵
国
と
の
境
を
流
れ
て
い
た
利
根
の
奔
流
は
、
そ
の
後
鹿
島
灘
の
方
へ
流
れ
を
変
え

ら
れ
（
承
応
三
年
、
今
か
ら
三
一
八
年
前
）
そ
の
期
間
内
に
江
戸
川
が
掘
ら
れ
、
さ
し
も
の
大
利
根

の
流
れ
も
細
く
な
り
、
そ
の
本
流
は
一
筋
の
川
幅
に
縮
め
ら
れ
、
名
も
古
利
根
川
と
な
っ
て
、
近
辺

の
田
野
大
い
に
拓
け
た
と
記
録
に
あ
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
一
度
大
雨
が
降
る
と
、
中
流
以
下
は
自
然
の
理
に
反
し
た
水
路
変
更
の
た
め
、
た
え
ず

大
水
害
を
起
こ
し
、
流
れ
を
細
め
た
古
利
根
川
と
い
え
ど
も
、
堤
防
を
越
え
た
水
が
各
所
を
暴
れ
廻

り
、せ
っ
か
く
開
い
た
多
く
の
田
野
に
、被
害
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

 

時
は
下
っ
て
、
明
治
・
大
正
時
代
の
古
利
根
川
の
姿
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
り
ま
す
。 

  

「
水
利
複
雑
ヲ
極
メ
、
不
備
欠
陥
頗
ル
多
ク
、
…
…
…
修
治
ヲ
怠
ラ
ザ
リ
シ
ト
雖
モ
、
被
水
歳
ト

興
ニ
増
大
シ
、
沿
岸
農
村
ノ
困
窮
其
ノ
極
ニ
達
セ
リ
…
…
…
」 

  
以
上
は
、
和
戸
橋
際
に
建
て
ら
れ
て
い
る
古
利
根
川
改
修
記
念
碑
中
の
一
文
で
す
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
も
、
大
正
時
代
以
前
明
治
を
逆
上
っ
て
、
利
根
川
が
古
利
根
川
に
な
っ
た
以
後
（
江
戸
中
期
～

明
治
・
大
正
時
代
）
の
姿
が
想
像
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

  
 
 
 
 

古
利
根
河
畔
の
弁
財
天 

 

今
か
ら
三
一
八
年
前
に
、
利
根
川
の
水
路
変
更
工
事
は
一
応
終
わ
り
、
そ
の
時
よ
り
古
利
根
川
と



い
う
名
に
変
わ
っ
た
と
い
え
ま
す
が
、
弁
財
天
を
祀
っ
た
一
八
三
年
前
ま
で
の
間
、
約
一
三
五
年
間

は
、
そ
れ
で
も
一
五
・
六
年
に
一
度
程
度
と
い
わ
れ
て
い
た
、
利
根
川
の
大
洪
水
に
見
廻
わ
れ
て
い

た
わ
け
で
あ
り
そ
の
時
、既
に
川
島
地
区
に
土
着
し
、生
活
し
て
い
た
人
達
の
水
に
対
す
る
恐
れ
は
、

現
在
の
人
達
の
想
像
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

一
五
・
六
年
に
一
度
程
度
の
大
洪
水
と
、
毎
年
の
よ
う
に
来
る
大
雨
期
の
古
利
根
川
の
溢
水
な
ど

の
被
害
の
た
め
、
人
皆
寄
り
集
ま
り
、
よ
り
語
ら
い
、
誰
か
ら
と
な
く
、
水
の
神
様
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
弁
財
天
の
設
置
が
決
ま
り
、
古
利
根
川
の
畔
り
に
石
で
作
っ
た
御
神
体
を
祀
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

  
 
 
 
 

〔
地
図
Ⅰ
〕
自
然
堤
防
想
像
図 

  
 
 
 
 

各
地
の
弁
財
天 

 

そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
各
地
農
村
地
帯
に
祀
ら
れ
て
あ
る
弁
財
天
の
話
も
参
考
に
し
た
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
し
事
実
次
の
よ
う
に
各
地
に
弁
財
天
が
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

杉
戸
町
清
地 

 
 

弁
天
堂 

 
 

建
久
三
年 

 
 

七
八
二
年
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仏
像 

 
 
 

寛
政
一
〇
年
？ 

一
七
四
年
前 

 
 

〃 

小
谷
堀 

 

厳
島
神
社 

 

元
禄
一
四
年 
 

二
七
一
年
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仏
像 

 

白
岡
町
爪
田
谷 

 

大
弁
財
天 

 

宝
暦
一
〇
年 

 

二
一
二
年
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
造
石
碑 

 

宮
代
町
西
粂
原 

 

弁
財
天 

 
 

明
和
七
年 

 
 

二
〇
二
年
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
造
石
碑 

 

宮
代
町
和
戸
宿 

 

厳
島
神
社 

 

年
代
不
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
碑 

 
 

〃 

道
仏 

 
 

弁
天
堂 

 
 

年
代
不
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仏
像 

 
 

〃 

東 
 
 
 

所
在
地
跡
に
弁
天
屋
敷
と
い
う
呼
称
が
残
さ
れ
て
い
る
の
み
。 

 

弁
財
天
社
の
移
り
変
わ
り 

  

参
考
古
地
図
Ⅲ
に
あ
り
ま
す
様
に
、
明
治
二
十
五
年
当
時
の
土
手
は
、
今
よ
り
少
し
川
の
方
に
あ

り
、
現
在
の
土
手
当
た
り
に
は
、
細
長
い
池
が
あ
り
、
そ
の
周
り
は
田
圃
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。 

 

川
島
・
切
戸
間
道
路
が
、
夏
期
或
い
は
古
利
根
川
増
水
時
に
お
け
る
、
事
実
上
の
土
手
の
役
目
を

し
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
当
時
の
田
圃
を
流
作
田
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

道
路
・
田
・
池
・
土
手
・
川
と
い
う
よ
う
な
明
確
な
区
別
は
考
え
ら
れ
な
い
様
な
状
態
、
即
ち
、

冬
の
渇
水
期
は
土
手
が
通
れ
、
田
圃
の
中
に
入
れ
て
も
、
夏
の
増
水
期
に
は
、
川
島
・
切
戸
間
道
路

ま
で
水
が
溢
れ
て
、
池
・
田
を
覆
い
隠
し
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
、
今
で
は
想
像
出
来
な
い
ほ
ど
、

土
手
も
低
く
、
土
地
も
低
い
、
い
わ
ゆ
る
流
作
田
地
帯
と
い
う
事
だ
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。 

 

川
島
・
切
戸
間
道
路
だ
け
が
、
段
丘
の
端
を
通
っ
て
い
て
ひ
と
き
わ
高
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

  
 
 
 
 

弁
天
島
か
弁
天
半
島
か 

 

地
図
Ⅲ
は
、
明
治
二
十
五
年
作
成
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
一
〇
三
年
前
の
寛
政
元
年
当
時
の

土
手
は
、
当
然
そ
の
時
よ
り
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
川
島
・
切
戸
間

道
路
の
手
前
ま
で
古
利
根
川
の
水
が
来
て
お
り
、
池
も
田
圃
も
川
床
に
な
っ
て
お
り
、
か
ろ
う
じ
て

弁
財
天
を
祀
っ
た
当
り
ま
で
、
川
島
方
面
よ
り
土
地
が
突
き
出
て
い
た
か
、
或
い
は
そ
の
所
だ
け
が

小
さ
な
島
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
地
形
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
地
図
Ⅱ
参
照
） 

 

各
地
の
弁
財
天
が
、
池
の
中
の
島
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
寛
政
元
年
当
時
の
土
手
は
、

川
島
・
切
戸
間
道
路
で
、
弁
財
天
の
祀
っ
て
あ
っ
た
当
り
は
、
川
岸
に
突
き
出
て
い
た
小
さ
な
島
状

半
島
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
各
地
の
池
の
中
に
祀
る
弁
天
堂
を
見
習
っ
て
、
そ
の
島
状
半
島
の

小
高
い
所
に
弁
財
天
を
祀
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
う
事
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

或
い
は
、
祀
っ
た
場
所
が
、
最
初
の
う
ち
は
島
の
中
央
部
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
増
水
の
度
に

島
の
北
西
端
が
洗
わ
れ
徐
々
に
崩
れ
流
さ
れ
て
、
結
局
祀
っ
た
場
所
が
島
の
先
端
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
島
と
の
間
に
渡
し
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
木
橋
が
壊
れ
て
き
た
の
を
機
会
に
地
続
き
に
し







て
、
参
拝
し
易
い
様
に
し
た
た
め
、
明
治
時
代
の
古
地
図
に
記
載
さ
れ
る
頃
に
は
島
状
半
島
の
先
端

に
祀
っ
て
あ
る
様
な
結
果
に
な
っ
た
と
言
う
事
も
考
え
ら
れ
る
事
で
し
ょ
う
。 

 

し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
想
像
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

  
 
 
 
 

弁
財
天
川
砂
の
中
へ
沈
む 

 

そ
の
後
、
年
々
歳
々
月
日
が
流
れ
て
、
小
さ
な
段
丘
の
端
の
上
に
祀
ら
れ
た
弁
財
天
は
、
夏
草
に

覆
わ
れ
、
増
水
し
た
川
波
に
洗
わ
れ
て
、
小
さ
な
島
状
半
島
弁
天
島
は
、
い
つ
と
は
な
し
に
沈
み
、

そ
の
脇
に
あ
っ
た
池
も
浅
く
な
る
と
共
に
土
手
の
川
砂
の
中
に
自
ら
の
重
み
に
よ
っ
て
、
そ
の
姿
を

没
し
た
と
い
う
事
が
考
え
ら
れ
て
参
り
ま
す
。 

 

明
治
末
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
は
、
土
手
の
脇
の
池
の
端
に
祀
っ
て
あ
り
、
現
在
の
年
輩
の
人

達
の
多
く
は
、
そ
の
姿
と
場
所
を
覚
え
て
い
る
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
年
輩
者
の
話
を
元
に
考
え
ま
す
と
、
明
治
末
期
以
前
、
寛
政
元
年
以
後
の
間
、
約
一
二
〇
年

間
に
、
先
に
も
述
べ
ま
し
た
様
に
、
徐
々
に
弁
天
島
は
洗
わ
れ
、
弁
財
天
は
自
ら
の
石
の
重
み
に
て

沈
下
し
、
川
砂
の
中
に
姿
を
没
し
た
時
代
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
想
像
を
裏
付
け
る
様
に
、
大
正
時
代
に
、
古
利
根
川
の
川
ざ
ら
い
（
砂
上
げ
）
工
事
に
、
農

閑
期
に
出
た
人
達
の
言
い
伝
え
と
し
て
、川
砂
の
中
に
沈
ん
で
い
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

或
る
人
が
よ
く
見
た
ら｢

弁
財
天｣

と
彫
っ
て
あ
る
の
で
、｢

神
様
の
石
で
は
勿
体
な
い
」
と
言
っ
て

拾
い
上
げ
、土
手
を
二
～
三
坪
小
高
く
土
盛
り
し
、雑
木
一
本
を
植
え
て
安
置
し
た
と
言
う
話
で
す
。 

 

大
正
時
代
（
十
三
年
以
前
）
に
は
、
殊
に
土
手
の
外
側
に
、
川
に
背
を
向
け
て
安
置
し
て
あ
っ
た

訳
で
す
か
ら
、
こ
の
話
は
明
治
時
代
の
事
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
残
っ
て
い
る
話
な
の
か
、
或
い
は
、

大
正
初
め
頃
の
出
来
事
な
の
か
、
詳
し
い
年
代
は
不
明
で
す
が
、
事
実
の
事
の
様
で
す
。 

 

砂
上
げ
工
事
は
、
川
の
流
れ
を
良
く
す
る
た
め
に
、
毎
年
冬
の
渇
水
期
に
は
行
わ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
、
は
っ
き
り
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
砂
上
げ
工
事
に
よ
っ
て
、
ま
っ
す
ぐ
な
一
本
の
土
手
が
徐
々
に
作
ら
れ
、
そ
の
外
側
の
く
ぼ

地
に
も
田
圃
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

  
 
 
 
 

土
手
の
上
の
弁
財
天 

 

以
上
の
様
に
、
明
治
末
期
よ
り
大
正
十
三
年
ま
で
に
お
け
る
弁
財
天
は
、
土
手
の
外
側
に
、
二
～

三
坪
小
高
く
土
盛
り
し
、
雑
木
一
本
を
脇
に
従
え
た
ま
ま
、
祠
も
な
く
、
風
雪
に
叩
か
れ
な
が
ら
、

水
の
神
様
と
し
て
、
川
島
村
一
帯
、
即
ち
、
切
戸
・
外
河
原
・
川
島
前
・
川
島
の
各
耕
地
を
見
守
り

な
が
ら
立
ち
続
け
て
い
た
と
い
う
事
で
し
ょ
う
。 

 

こ
の
当
時
は
、
田
が
あ
り
、
池
が
あ
り
、
弁
天
丘
が
あ
っ
て
田
圃
の
中
の
小
道
を
通
っ
て
、
池
の

端
に
祀
っ
て
あ
る
弁
天
様
へ
参
詣
を
繰
り
返
し
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
夏
場
に
は
、
川
島
方
面
よ
り

の
土
手
伝
い
、
或
い
は
畑
伝
い
に
し
か
行
か
れ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

古
川
橋
の
方
よ
り
の
土
手
が
通
れ
る
様
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
八
年
よ
り
昭
和
九
年
に
か
け
て
行

わ
れ
た｢

古
利
根
川
改
修
工
事｣

の
途
中
で
あ
る
年
、
即
ち
、
大
正
十
四
年
以
降
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。 

 

以
上
が
、
土
手
時
代
の
弁
財
天
の
姿
で
あ
り
、
こ
の
当
時
川
島
・
切
戸
間
道
路
が
弁
財
土
手
（
べ

ん
ぜ
え
ど
て
）
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。 

 

こ
れ
を
考
え
て
も
、
現
在
の
様
な
土
手
は
な
く
、
そ
こ
の
所
が
い
く
ら
か
浅
く
な
っ
て
、
葦
が
生

い
茂
っ
て
い
る
だ
け
の
土
手
で
、
夏
の
増
水
期
の
事
実
上
の
土
手
は
、
川
島
・
切
戸
間
道
路
だ
っ
た

と
い
う
事
が
分
か
り
ま
す
。 

 

ヨ
シ
キ
リ
が
鳴
き
、蛍
が
飛
び
交
う
、そ
し
て
夏
期
に
は
弁
財
土
手
で
魚
釣
り
が
行
わ
れ
て
い
た
、

の
ど
か
な
古
利
根
風
景
が
目
に
浮
か
ん
で
参
り
ま
す
。 

  
 
 
 
 

停
車
場
の
初
期
時
代 

 

明
治
三
十
二
年
八
月
二
十
七
日
、
東
武
線
業
平
～
久
喜
間
開
通
に
伴
い
、
杉
戸
駅
の
業
務
開
始
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
一
面
の
ス
ス
キ
の
原
（
段
丘
）、
開
墾
地
（
畑
）
と
続
い
た
杉
戸
駅
前
周

辺
に
、
ボ
ツ
ボ
ツ
家
が
建
ち
始
め
、
停
車
場
町
内
を
形
作
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
明
治
四
十
三
年
に
、
大
水
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
概
し
て
の
ん
び
り
し
た
停
車
場
初
期

時
代
の
姿
が
そ
こ
に
あ
り
駅
前
通
り
は
、
駅
開
通
後
植
え
た
桜
の
木
が
両
側
に
繁
茂
し
、
桜
の
ト
ン

ネ
ル
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
程
で
し
た
。 

 
毎
年
七
月
十
五
・
二
十
日
の
「
天
王
様
」
に
は
、
駅
前
に
舞
台
が
架
か
り
、
面
神
楽
が
踊
ら
れ
、

浴
衣
が
け
の
善
男
善
女
が
近
郷
近
在
よ
り
集
ま
っ
て
、停
車
場
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
い
賑
わ
い
を
、

段
々
と
見
せ
始
め
て
来
た
そ
う
で
す
。 

 

明
治
三
十
二
年
よ
り
大
正
十
三
年
ま
で
の
停
車
場
の
姿
、
表
通
り
の
賑
や
か
さ
と
対
象
的
に
、
裏

通
り
で
あ
る
弁
財
土
手
の
一
角
は
、
寄
せ
て
は
返
す
古
利
根
の
さ
ざ
な
み
と
共
に
、
一
幅
の
河
川
風

物
詩
を
奏
で
て
い
た
事
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
地
図
Ⅳ
参
照
） 









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
地
図
Ⅴ
参
照
） 

  
 
 
 
 

弁
財
天
夢
枕
に
立
つ 

 

土
手
の
手
前
二
～
三
坪
を
小
高
く
し
て
、
弁
財
天
を
拾
い
上
げ
安
置
し
た
の
が
、
大
正
始
め
頃
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
同
じ
く
大
正
初
期
の
頃
、
川
島
の
島
村
家
の
人
に
よ
っ
て
、
一
時
弁
財
天
の
移

動
が
図
ら
れ
た
事
が
あ
り
ま
す
。 

 

現
住
所
百
間
四
‐
三
‐
三
八
島
村
志
づ
い
氏
宅
の
先
祖
に
、
松
之
輔
（
明
治
一
一
・
八
・
二
一
生

～
昭
和
七
・
一
二
・
三
〇
没
）
さ
ん
と
い
う
人
が
居
り
、
こ
の
人
の
若
い
頃
の
話
と
し
て
、
次
の
様

な
事
が
同
家
、
並
び
に
川
島
耕
地
内
の
年
輩
者
の
間
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

  

松
之
輔
さ
ん
が
考
え
る
に
、
弁
天
様
が
土
手
の
草
む
ら
の
中
、
そ
れ
も
葦
の
生
い
茂
っ
た
先
の
方

に
あ
っ
て
は
、
お
参
り
す
る
人
も
少
な
い
し
、
人
通
り
の
あ
る
道
端
の
方
が
良
い
だ
ろ
う
と
、
川
島
・

切
戸
間
道
路
の
桑
畑
に
な
っ
て
い
た
所
（
現
小
駐
車
場
）
へ
運
ん
だ
所
、
そ
の
晩
か
ら
、
一
時
は
命

が
危
な
い
程
の
原
因
不
明
の
高
熱
が
出
て
、
床
へ
起
き
上
が
っ
て
は
、
う
わ
言
の
様
に 

 

「
真
っ
黒
い
大
き
な
お
婆
さ
ん
が
目
の
前
に
座
っ
て
い
て
、 

 
 

『
元
の
所
へ
返
し
て
く
れ
、
元
の
所
へ
返
し
て
く
れ
』 

 
 

と
言
っ
て
い
る
。
怖
く
て
仕
方
が
な
い
。」 

と
、
ガ
タ
ガ
タ
震
え
て
親
に
話
し
た
。 

 

親
は
良
七
（
安
政
五
・
一
〇
・
五
生
～
昭
和
一
三
・
三
・
二
七
没
）
さ
ん
と
い
い
ま
し
た
が
、 

 

『
そ
れ
は
弁
天
様
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
は
す
ぐ
元
の
所
へ
持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
…
…
。.

』 

と
、
夜
半
に
舟
で
古
利
根
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
元
の
所
へ
持
っ
て
い
こ
う
と
し
た
所
、
そ
の
場
所
近

く
ま
で
行
っ
た
ら
、
舟
は
自
然
と
岸
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
様
に
着
い
て
し
ま
っ
た
…
…
と 

 
 

こ
れ
ひ
と
え
に
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
弁
天
様
の
力
だ
と
し
て
同
家
に
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
弁
天
様
は
、
松
之
輔
さ
ん
だ
け
に
見
え
て
、
他
の
人
に
は
見
え
な
か
っ
た
と
…
…
。 

 

そ
し
て
、
さ
し
も
の
熱
も
下
が
り
、
一
命
を
取
り
留
め
、
元
気
に
な
っ
た
と
…
…
。 

 

こ
れ
は
、
弁
天
様
を
動
か
し
た
た
め
に
起
き
た
事
で
は
な
い
か
と
…
…
。 

 

先
に
記
し
ま
し
た
「
弁
財
天
川
砂
の
中
に
沈
む
」
と
い
う
年
代
が
、
も
し
大
正
始
め
頃
だ
と
仮
定

し
た
時
に
は
、 

「
神
様
の
石
が
あ
っ
た
」 

「
弁
財
天
を
祀
っ
た
」 

と
、
そ
の
拾
い
出
し
、
安
置
し
た
当
時
は
、
近
在
の
噂
と
し
て
広
ま
っ
た
事
で
し
ょ
う
か
ら
、
参
拝

す
る
人
、
見
に
来
る
人
が
或
る
程
度
居
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
祀
っ
て
あ
る
場
所
が
不
便
で
あ
っ
た

た
め
、
前
記
の
松
之
輔
さ
ん
が
、
拝
み
や
す
い
所
、
即
ち
、
川
島
・
切
戸
間
道
路
の
端
へ
持
っ
て
い

っ
た
、
川
島
講
中
と
刻
ん
で
あ
り
「
川
島
の
神
様
だ
か
ら
良
い
だ
ろ
う
」
と
考
え
た
と
し
て
も
無
理

か
ら
ぬ
事
だ
と
想
像
で
き
ま
す
。 
 

こ
の
弁
天
様
移
動
の
年
代
は
、
川
島
耕
地
の
人
達
の
話
を
聞
き
、
そ
の
時
の
年
齢
を
基
に
考
え
ま

す
と
、
大
体
大
正
三
年
頃
と
い
う
判
断
が
で
き
ま
す
。 

 

以
後
、弁
財
天
は
動
か
し
て
は
い
け
な
い
神
様
と
し
て
広
ま
り
、大
正
十
三
年
の
川
幅
拡
張
ま
で
、

島
状
半
島
の
先
端
池
の
端
に
立
ち
続
け
て
居
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

勿
論
、
大
正
時
代
に
入
っ
た
頃
に
は
、
脇
の
池
は
川
砂
で
埋
ま
り
、
田
に
な
っ
て
し
ま
い
、
上
の

方
に
小
さ
く
名
残
り
を
止
め
て
い
た
だ
け
で
し
ょ
う
が
…
…
。 

 

霊
験
あ
ら
た
か
な
神
様
と
し
て
、
そ
の
後
も
病
に
な
っ
た
家
族
の
人
達
に
よ
る
お
百
度
参
り
も
行

わ
れ
て
い
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

以
上
考
え
る
と
、
川
砂
の
中
よ
り
拾
い
上
げ
た
年
代
は
、
大
正
始
め
の
頃
か
、
明
治
末
年
の
頃
と

い
う
事
が
考
え
ら
れ
て
く
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
し
、
明
治
四
十
三
年
大
洪
水
の
時
に
、
弁
財
天
は

一
挙
に
川
砂
の
中
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
事
も
考
え
ら
れ
て
参
り
ま
す
。 

 

な
お
、
沈
ん
だ
と
い
っ
て
も
、
全
部
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
な
く
、
半
分
位
は
砂
上

に
出
て
い
た
…
…
、
勿
論
、
横
倒
し
、
下
向
き
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
…
…
、
と
い
う
事
を

伝
え
る
人
も
居
り
ま
す
。 

 

こ
れ
以
後
、
即
ち
、
拾
い
上
げ
て
安
置
し
、
移
動
し
、
又
元
の
場
所
へ
安
置
し
た
以
後
、
即
ち
大

正
三
年
頃
以
後
は
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
様
と
い
う
事
で
、
そ
の
十
五
年
前
に
開
通
し
た
東
武
線
と

共
に
、
移
住
し
て
来
た
停
車
場
地
区
の
人
達
を
含
め
て
、
近
在
の
人
達
の
信
心
厚
い
参
拝
が
行
わ
れ

た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。 

  
 
 
 
 

古
利
根
川
改
修
時
の
弁
財
天 

 

大
正
八
年
よ
り
昭
和
九
年
ま
で
前
後
十
六
年
間
に
渡
り
、
古
利
根
川
の
一
大
改
修
工
事
が
、
県
営

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
弁
財
天
周
辺
は
、
丁
度
大
正
十
三
年
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

い
ざ
改
修
工
事
と
い
う
事
で
、
川
幅
を
広
げ
る
た
め
の
工
事
を
始
め
ま
し
た
が
、
弁
財
天
が
祀
ら



れ
て
い
る
た
め
、
毎
朝
酒
一
本
を
供
え
て
か
ら
、
仕
事
に
か
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

外
の
所
が
全
部
終
わ
り
、
弁
財
天
の
祀
ら
れ
て
あ
る
小
高
い
丘
だ
け
が
残
り
、
い
よ
い
よ
其
処
へ

手
を
つ
け
よ
う
と
ス
コ
ッ
プ
を
突
き
さ
し
ま
す
と
、そ
の
人
が
急
に
寒
気
が
し
て
気
持
ち
悪
く
な
り
、

仕
事
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
次
々
と
代
わ
っ
て
、
誰
が
や
っ
て
も
、
熱
が
出
た

り
、
寒
気
が
し
た
り
で
仕
事
が
進
ま
ず
、
一
時
工
事
ス
ト
ッ
プ
と
い
う
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う

で
す
。 

 

現
場
監
督
の
内
田
芳
之
丞
さ
ん
（
山
崎
）
が
困
り
果
て
た
末
弁
財
天
を
お
守
り
し
て
い
た
川
島
の

尾
花
清
太
郎
さ
ん
（
当
主
勝
治
さ
ん
親
）
に
相
談
し
た
結
果
、
切
戸
の
先
達
・
鷺
谷
蔵
次
郎
さ
ん
（
当

主
平
作
さ
ん
祖
父
）
に
祝
詞
（
の
り
と
）
を
上
げ
て
貰
っ
て
移
遷
し
、
無
事
工
事
が
進
ん
だ
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 

弁
財
天
の
神
々 

 

こ
の
時
、
先
達
さ
ん
の
言
葉
と
し
て
、
弁
財
天
様
は
、
一
人
の
神
様
で
な
く
、
十
八
人
の
神
様
が

祀
っ
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
拝
み
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
相
当
長
く
祝
詞
を
上
げ
た
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

十
八
人
の
神
々
の
名
は
伝
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
前
記
の
大
弁
天
十
六
童
子
を
含
め
て
も
十
八

人
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
杉
戸
町
小
谷
堀
に
あ
る
弁
天
堂
内
に
は
、
御
神
体
の
他
に
十
八
の
像
が
あ

り
、計
十
九
体
が
二
段
に
並
ん
で
安
置
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の
数
と
な
に
か
関
連
が
あ
る
の
か
、

今
の
所
不
明
で
す
。 

  
 
 
 
 

移
遷
後
の
弁
財
天 

 

大
正
十
三
年
二
月
、
川
幅
拡
張
に
伴
い
、
移
遷
さ
れ
た
弁
財
天
は
、
脇
に
欅
（
け
や
き
）
の
苗
木

一
本
を
伴
い
、
今
度
は
近
在
農
村
と
共
に
、
停
車
場
町
内
を
見
守
り
な
が
ら
土
手
の
外
側
中
腹
に
安

置
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
改
修
工
事
後
、
そ
れ
ま
で
田
圃
で
あ
っ
た
所
が
間
も
な
く
埋
め
立
て
ら
れ
、
宅
地
化
さ
れ
て

い
っ
た
訳
で
す
が
、こ
れ
に
よ
っ
て
、現
在
の
弁
天
町
地
区
が
出
来
あ
が
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

  
 
 
 
 

弁
財
天
に
始
め
て
祠
を
造
る 

 

大
正
十
四
年
春
先
、長
く
厳
し
い
冬
の
眠
り
か
ら
さ
め
た
と
は
い
え
、古
利
根
川
土
手
一
帯
に
は
、

ま
だ
冬
の
名
残
り
の
冷
た
い
風
が
吹
き
抜
け
て
い
ま
し
た
。 

 

弁
天
様
も
ご
た
ぶ
ん
に
も
れ
ず
、
小
高
い
土
手
の
上
に
そ
の
小
さ
な
姿
を
、
通
り
抜
け
る
春
先
の

冷
た
い
風
に
さ
ら
し
な
が
ら
、
温
か
い
陽
春
を
待
ち
わ
び
て
い
る
か
の
様
で
し
た
。 

 

こ
の
時
、
停
車
場
で
若
い
時
か
ら
こ
の
様
な
状
態
を
長
い
間
見
続
け
て
い
た
、
町
内
の
頭
（
か
し

ら
）
関
根
亀
次
郎
（
当
時
四
五
才
）
さ
ん
は
、
同
じ
く
近
所
の
成
田
粂
太
郎
（
当
時
四
二
才
）
さ
ん
、

鈴
木
春
吉
（
当
時
？
才
）
さ
ん
と
相
談
し
、
弁
天
様
に
祠
を
造
り
、
そ
の
中
に
鎮
座
し
て
貰
お
う
と

考
え
ま
し
た
。 

 

三
人
は
相
談
一
決
、
率
先
「
一
金
五
十
銭
也
」
を
拠
出
、
早
速
町
内
一
回
り
、
弁
財
天
祠
建
設
資

金
を
集
め
ま
し
た
。 

 

建
築
は
山
崎
の
建
具
や
（
氏
名
不
詳
）
さ
ん
に
依
頼
、
間
口
三
尺
・
奥
行
き
四
尺
と
い
う
小
さ
な

も
の
で
し
た
が
、
造
作
が
細
か
い
た
め
、
当
時
の
金
で
十
円
弱
か
け
て
出
来
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

し
か
し
小
さ
い
と
は
い
え
、
長
い
間
風
雪
に
叩
か
れ
続
け
て
い
た
「
弁
財
天
」
に
と
っ
て
は
、
始

め
て
の
家
で
あ
り
、
始
め
て
の
安
住
の
場
所
で
あ
っ
た
と
い
う
事
が
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

こ
の
三
人
の
先
駆
的
行
動
は
、
そ
の
後
の
町
内
の
氏
神
様
へ
と
、
そ
の
存
在
感
を
高
め
る
に
、
大

い
に
役
立
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

場
所
は
、今
ま
で
弁
財
天
が
安
置
し
て
あ
っ
た
所
、古
川
橋
の
方
を
向
け
て
設
置
し
た
と
の
こ
と
。

終
戦
後
も
暫
く
の
間
は
そ
の
祠
と
み
ら
れ
る
も
の
が
、
弁
天
社
と
共
に
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十

五
年
、
弁
天
社
焼
失
と
共
に
、
弁
天
様
最
初
の
家
は
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 

そ
の
後
も
続
く
関
根
家
の
守
り 

 

こ
の
弁
財
天
祠
建
立
を
期
に
、
前
記
の
関
根
亀
次
郎
さ
ん
は
、
弁
財
天
の
守
り
を
続
け
て
来
た
と

の
事
で
す
。 

 

建
立
後
は
、
正
月
に
は
入
口
に
注
連
縄
（
し
め
な
わ
）
等
必
要
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
川
島
耕
地

と
し
て
の
、
弁
天
様
の
世
話
役
的
立
場
に
居
た
と
考
え
ら
れ
る
尾
花
清
太
郎
さ
ん
に
、
お
願
い
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
に
、
そ
の
子
勝
治
さ
ん
が
、
現
在
も
引
き
継
い
で
、
お
飾
り
だ
け
は
受
け
持
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
全
て
故
人
に
な
ら
れ
て
い
る
た
め
、
詳
し
い
理
由

は
不
明
で
す
。 

 

現
在
も
関
根
家
は
亀
次
郎
さ
ん
の
跡
を
継
い
で
、
嘉
市
さ
ん
、
当
主
松
四
郎
さ
ん
へ
と
、
弁
天
様



の
守
り
を
代
々
引
き
継
ぎ
、
弁
天
社
の
管
理
責
任
者
と
し
て
、
そ
の
任
に
当
た
っ
て
居
り
ま
す
。 

 

関
根
家
初
代
林
蔵
さ
ん
は
、
杉
戸
駅
開
通
当
初
よ
り
、
町
内
の
「
か
し
ら
」
と
し
て
町
内
役
職
者

と
共
に
当
然
町
内
運
営
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
ら
、
町
内
の
一
角
に
祀
っ
て
あ
る
弁
財

天
に
つ
い
て
は
、『
祠
』
を
子
供
達
が
造
る
そ
れ
以
前
か
ら
、
折
に
ふ
れ
て
は
周
囲
の
整
地
等
を
行
っ

て
い
た
も
の
と
、
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
年
代
の
弁
財
天 

  

大
正
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
、
弁
財
天
移
遷
後
、
翌
大
正
十
四
年
春
『
弁
財
天
祠
』
建
立
、
同

年
十
二
月
二
十
八
日
、賛
同
者
五
十
七
戸
よ
り
寄
付
を
受
け
、弁
財
天
祠
前
で
祭
礼
を
行
い
ま
し
た
。 

 

翌
大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
で
大
正
時
代
は
終
わ
り
、
昭
和
元
年
は
十
二
月
二
十
六
日
よ
り

六
日
間
、
次
い
で
昭
和
二
年
へ
と
続
き
、
こ
こ
に
弁
財
天
も
い
よ
い
よ
昭
和
の
年
代
を
迎
え
る
事
に

な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
年
代
の
事
、
即
ち
今
よ
り
約
五
十
年
間
の
出
来
事
は
、
比
較
的
新
し
い
事
で
あ
り
資
料
も
多

数
有
る
と
考
え
ま
す
の
で
一
応
年
代
順
に
記
録
す
る
に
止
め
て
、終
わ
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

弁
財
天
社
関
係
年
表 

  

寛
政
元
年
三
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弁
財
天
を
祀
る 

 

明
治
二
十
三
・
四
十･

四
十
三
年
洪
水 

 
 

弁
財
天
川
砂
に
沈
む 

 

明
治
末
年
～
大
正
初
年
頃 

 
 
 
 
 
 

弁
財
天
拾
い
上
げ
安
置
す 

 

大
正
三
年
頃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弁
財
天
移
遷
し
、
後
、
元
の
場
所
へ
安
置
す 

 

〃 

十
二
年
九
月
一
日 

 
 
 
 
 
 
 

関
東
大
震
災 

 

〃 

十
三
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 
 
 

古
利
根
川
改
修
に
伴
い
、
弁
財
天
移
遷
、
欅
の
苗
木 

植
え
る 

 

〃 

十
四
年
春 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弁
財
天
祠
建
立
（
三
尺
×
四
尺
位
）、
関
根
亀
次
郎
・ 

成
田
粂
太
郎
・
鈴
木
春
吉
三
氏
の
據
出
金
と
町
内
寄 

附
金
を
充
当 

 
 

〃 

〃 
 

十
二
月
十
七
日 

 
 
 
 
 

弁
財
天
祭
礼
寄
付
帳
作
る
。
二
十
八
日
祭
礼
実
施 

計
五
十
七
戸 

 

昭
和
二
年
一
月
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

消
防
ポ
ン
プ
車
購
入 

 

〃 

四
年
十
一
月
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
｢

桜
能
碑
」
建
立
。
清
地
橋
～
河
原
橋
間
百
五
十
本 

桜
苗
植
樹 

岩
崎
清
一
・
田
中
豊
吉
・
関
根
嘉
市
・ 

武
井
茂
各
氏
な
ど
、
若
い
衆
（
青
年
団
）
が
発
起
人

と
な
っ
て
実
施 
 
 
 

五
年
四
月
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
｢

桜
能
碑
」
除
幕
式
と
武
道
大
会 

 
 
 

〃 

夏
～
春 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

弁
財
天
社
建
築
（
四
間
×
二･

五
間
＋
奥
殿
一
坪
＝ 

十
一
坪
） 

 
 
 

六
年
三
月
頃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

火
の
見
櫓
建
設 

 
 
 

〃 

十
月
二
十
一
日 

 
 
 
 
 
 

昭
和
軒
上
棟
式 

 
 
 

七
年
十
月
頃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

弁
天
社
境
内
に
て
有
料
映
画
会
、
入
場
料
十
銭
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

利
益
金
は
陸
軍
省
へ
献
金
。（
青
年
団
六
支
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
井
茂
氏
） 

 
 
 

八
年
四
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
島
分
校
新
設 

 
 
 

十
一
年
三
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
崎
大
師
念
仏
講
発
足
。
弁
財
天
社
の
念
仏
生
ま
れ 

 

る 
 
 
 

十
二
年
七
月
七
日 

 
 
 
 
 
 
 

蘆
溝
橋
事
件
起
き
る 

 
 
 

十
三
年
三
月
二
十
六
日 

 
 
 
 
 

川
崎
大
師
念
仏
講
記
念
写
真
撮
影（
弁
天
社
前
に
て
） 

 
 
 

十
六
年
十
二
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
｢

第
二
次
世
界
大
戦｣

（
大
東
亜
戦
争
）
起
き
る 

 
 
 

二
十
年
八
月
十
五
日 

 
 
 
 
 
 

終
戦 

 
 
 

二
十
二
年
九
月
十
五
日 

 
 
 
 
 

夜
半
、
利
根
川
堤
防
決
壊
。
翌
十
六
日
夕
方
よ
り
浸

水
始
ま
る 

 
 
 

〃 
 
 

秋 

頃 
 
 
 
 
 
 
 

古
川
区
共
栄
会
組
織 

 
 
 

二
十
六
年
～
二
十
七
年
頃 

 
 
 
 

弁
天
社
お
勝
手
増
築 

 
 
 

三
十
七
年
～
三
十
八
年
頃 

 
 
 
 

弁
天
社
前
廊
下
分
増
築 

 
 
 

三
十
八
年
一
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

古
川
区
共
栄
会
を
停
車
場
共
栄
睦
会
に
改
組 

 
 
 

四
十
五
年
六
月
二
十
九
日 

 
 
 
 

弁
天
社
焼
失 

四
十
六
年
三
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

弁
天
会
館
落
成
。
現
在
に
至
る 



 

弁
財
天
は
白
竜
の
神
か 

  

昭
和
十
一
年
三
月
頃
、
大
師
講
と
い
う
念
仏
会
が
発
足
し
、
各
地
寺
廻
り
が
行
わ
れ
た
事
が
あ
り 

ま
す
が
、
そ
の
中
の
弁
財
天
の
念
仏
と
し
て
、
次
の
様
な
詩
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。 

  
 

妙
な
る
や 

祝
（
の
り
）
を 

 
 
 
 

と
な
う
る 

雲
間
よ
り 

 
 

利
益
（
や
く
）
を
賜
う 

 
 
 
 

白
竜
の
神 

  

こ
れ
を
考
え
た
時
に
、
清
地
の
花
香
山
来
迎
院
由
来
記
に
残
っ
て
い
る
次
の
事
が
、
関
連
あ
る
様 

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

『
妾
は
人
倫
に
あ
ら
ず
、
倉
松
沼
の
主
神
な
り
。
近
頃
一
兇

糺

き
ょ
う
き
ゅ
う

あ
り
、
来
り
て
神
扇
沼
に
住
す
。 

 

大
い
に
神
術
あ
り
。
す
で
に
轡
瀬
沼
の
主
神
を
降
し
、
勢
い
に
乗
じ
て
、
み
だ
り
に
妾
が
領
域
を 

 

侵
す
。
妾
、
従
類
を
尽
く
し
て
こ
れ
を
防
ぐ
と
い
え
ど
も
、
毎
戦
利
あ
ら
ず
。
力
つ
き
て
滅
亡
せ 

 

ん
と
す
。 

今
宵
、
法
師
の
奉
持
す
る
と
こ
ろ
の
明
王
の
威
徳
に
頼
り
、
大
勝
を
得
た
り
。
こ
い
願
わ
く
ば
、 

法
師
永
く
こ
の
地
に
留
ま
り
、
明
王
を
安
置
し
奉
り
、
沼
中
に
観
世
音
を
祀
り
、
林
内
に
得
大
勢 

至
菩
薩
を
勧
請
し
て
、
妾
の
勢
力
を
助
け
よ
。
妾
ま
た
仏
法
守
護
の
神
と
な
り
、
も
っ
て
寺
域
を 

鎮
め
ん
と
い
い
終
わ
り
て
、
変
じ
て
大
白
竜
の
身
を
現
し
、
お
ど
り
て
沼
に
入
り
去
る
…
…
。』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
清
地
加
藤
家
蔵
書
よ
り
） 

 

と
い
う
大
白
竜
の
神
と
、
な
に
か
関
連
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。 

川
島
・
切
戸
地
区
は
、
近
津
神
社
の
氏
子
と
い
う
事
に
な
っ
て
お
り
、
杉
戸
町
清
地
と
関
係
が
あ

る
た
め
、
弁
財
天
を
祀
る
に
つ
い
て
、
清
地
の
弁
財
天
を
分
身
・
勧
請
し
た
た
め
に
、「
白
竜
の
神
」

と
い
う
言
い
伝
え
が
、
念
仏
の
詩
の
中
に
残
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
興
味
あ
る
研
究
課
題
と
言
え

る
で
し
ょ
う 

  
 
 
 
 

お
飾
り
は
尾
花
分
家 

 

前
記
尾
花
勝
治
さ
ん
（
尾
花
家
分
家
）
は
、
先
代
清
太
郎
さ
ん
よ
り
の
申
し
送
り
と
し
て
、
現

在
も
弁
天
社
の
お
飾
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

毎
年
正
月
末
に
注
連
縄
（
し
め
な
わ
）
や
ご
幣
な
ど
、
新
し
く
取
り
替
え
て
お
り
ま
す
が
、
何

故
、
尾
花
家
分
家
で
あ
る
同
家
の
み
に
、
申
し
送
ら
れ
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
り
ま

す
。 

 

杉 

戸 

音 

頭 

 

１
．
み
か
ど
な 

み
か
ど
御
車 

 
 
 
 
 
 
 
 

と
ど
め
し
め
ぐ
み 

 
 

御
代
は
さ
か
え
る 

ホ
イ
ト
セ
ノ
セ 

 
 

御
代
は
さ
か
え
る 

町
は
繁
盛 

 
 

ハ 

サ
ッ
ト
キ
テ 

ヨ
イ
ト
キ
テ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町
は
繁
盛 

   
 
 
 

２
．
左
な 

左
伊
勢
崎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
光
は
右
手 

 
 
 
 
 
 

東
武
思
案
の 

ホ
イ
ト
セ
ノ
セ 

 
 
 
 
 
 

東
武
思
案
の 

恋
の
辻 

 
 
 
 
 
 

ハ 

サ
ッ
ト
キ
テ 

ヨ
イ
ト
キ
テ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

恋
の
辻 

  

３
．
鮒
も
な 
鮒
も
釣
れ
ま
す 

 
 
 
 
 
 

う
な
ぎ
も
と
れ
る 



あ
だ
し
姿
の 

ホ
イ
ト
セ
ノ
セ 

 
 

あ
だ
し
姿
の 

鯉
も
住
む 

 
 

ハ 

サ
ッ
ト
キ
テ 

ヨ
イ
ト
キ
テ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鯉
も
住
む 

  
 

４
．
流
す
な 

流
す
灯
籠
は 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
灯
に
万
灯 

 
 
 

胸
の
思
い
か 

ホ
イ
ト
セ
ノ
セ 

 
 
 

胸
の
思
い
か 

炎
え
る
よ
な 

 
 
 

ハ 

サ
ッ
ト
キ
テ 

ヨ
イ
ト
キ
テ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
え
る
よ
な 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

（
岩
崎
孝
一
氏
提
供
） 

 

百 

間 

和 

讃 

  
 

（
作
者
不
詳
） 

 

百
間
村
由
緒
和
讃 

 

帰
命

き
み
ょ
う

頂
禮

ち
ょ
ら
い

武
蔵
野
に 

そ
の
名
も
高
き
百
間
村 

名
称
の
由
来
を
尋
ぬ
れ
ば 

今
を
去
る
こ
と
千
余
年 

年
は
大
同
の
頃
な
る
が 

西
と
東
に
陣
屋
あ
り 

陣
屋
と
陣
屋
の
そ
の
間 

ち
ょ
う
ど
百
間
あ
り
し
ゆ
え 

百
間
村
と
ぞ
名
付
け
た
り 

旧
高
三
千
有
余
石 

字
は
七
つ
に
分
け
ら
れ
て 

小
字
の
数
は
七
十
二 

北
と
東
の
む
ら
さ
か
え 

古
利
根
川
の
水
清
く 

夏
の
涼
み
の
心
地
よ
や 

南
を
繞
（
め
ぐ
）
る
隼
人
川 

西
は
金
谷
の
出
土
ケ
原 

神
代
の
昔
国
々
の 

船
の
出
入
り
に
賑
わ
え
し 

港
の
地
と
ぞ
伝
え
き
く 

中
央
を
貫
く
東
武
線 

日
光
線
の
分
岐
点 

杉
戸
駅
よ
り
乗
り
降
り
の 

汽
車
の
便
利
の
た
よ
里
よ
り 

名
所
霊
地
数
多
あ
る 

中
に
名
刹
西
光
院 

由
緒
も
古
き
大
伽
藍 

畳
の
数
も
五
百
畳 

真
言
宗
の
支
務
所
な
り 

境
内
広
く
木
々
茂
り 

昼
尚
暗
く
夏
寒
し 

雲
つ
く
杉
の
木
の
下
に 

安
置
ま
し
ま
す
彌
陀
如
来 

勿
体
な
く
も
国
宝
の 

印
綬
を
賜
る
御
像
な
り 

御
堂
は
名
匠
甚
五
郎
が 

一
夜
作
り
の
も
の
と
か
や 



仏
聖
行
基
大
菩
薩 

雹
乱
除
け
の
御
祈
願
所 

霊
験
今
に
あ
ら
た
に
て 

近
郷
近
在
亦
遠
く 

詣
ず
る
人
は
織
る
如
く 

八
百
比
丘
尼
に
ゆ
か
り
あ
る 

尼
沼
こ
え
て
前
原
の 

宝
性
院
の
お
釈
迦
堂 

後
生
大
切
と
懸
命
に 

祈
る
心
は
石
よ
り
も 

堅
き
心
の
金
谷
村 

南
無
や
大
悲
の
遍
照
院 

日
も
西
原
に
入
相
の 

鐘
の
音
聞
え
て
青
林
寺 

観
音
菩
薩
を
伏
し
拝
み 

辿
る
星
谷
の
月
あ
か
り 

宿
や
山
崎
越
え
行
け
ば 

祈
る
心
は
赤
松
の 

浅
間
山
へ
参
詣
し 

下
る
大
谷
の
土
手
八
丁 

雨
も
降
ら
ぬ
に
笠
原
の 

沼
に
蓮
華
の
花
盛
り 

稲
荷
の
森
を
夜
目
に
見
て 

た
ど
り
て
行
け
ば
道
仏
の 

迷
い
の
夢
を
医
王
院 

中
須
を
過
ぎ
て
老
人
の 

気
も
若
宮
の
青
蓮
庵 

心
は
丸
き
柚
の
木
の 

身
を
ぞ
清
む
る
浄
連
寺 

心
の
垢
を
洗
い
な
ば 

願
望
成
就
ま
の
あ
た
り 

家
運
長
久
富
み
栄
え 

福
は
内
野
の
正
福
坊 

南
無
有
難
や
有
難
や 

 

あ
と
が
き 

 

弁
天
社
の
由
来
を
尋
ね
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
て
四
十
余
日
、
こ
こ
に
「
一
応
の
略
記
」
を
書
き

上
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
夏
の
暑
い
盛
り
に
歩
き
だ
し
て
、
初
秋
の
心
地
よ
い
風
の
吹
く
今
日
、

や
っ
と
そ
の
歩
み
を
止
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

こ
れ
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
明
治
末
期
頃
の
町
内
を
想
（
お
も
）
い
出
し
な
が
ら
図
に
書
い

て
く
れ
た
磯
井
さ
ん
。
同
じ
く
大
正
末
頃
の
地
図
を
書
い
て
く
れ
た
前
の
斉
藤
さ
ん
を
始
め
、
多
く

の
年
輩
の
方
々
か
ら
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
想
い
出
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
、
あ
り
が

た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
町
内
外
の
各
位
の
方
宅
へ
も
お
邪
魔
し
、
い
ろ
い
ろ
と
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
こ

こ
ろ
よ
く
応
じ
て
く
れ
た
方
々
に
も
感
謝
申
上
げ
る
次
第
で
す
。 

特
に
、
当
町
に
一
枚
し
か
無
い
と
い
う
、
明
治
二
十
五
年
作
成
の
古
地
図
を
、
模
写
さ
せ
て
下
さ

っ
た
斉
藤
町
長
さ
ん
に
も
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

以
上
の
様
に
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
弁
財
天
略
記
」
は
生
ま
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
で
き
ま
す
な
ら
ば
、
一
人
で
も
多
く
の
人
達
の
目
に
止
ま
り
、
弁
財
天
へ
の
新
た
な
理

解
が
生
ま
れ
る
と
共
に
、
各
位
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
よ
り
誤
り
の
少
な
い
「
正
史
」
を
作
り
上
げ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

末
筆
な
が
ら
、
関
係
各
位
に
再
度
お
礼
を
申
し
述
べ
て
、
あ
と
が
き
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
四
十
七
年
九
月
吉
祥
日 

 

「
弁
財
天
略
記
」
珍
し
さ
の
た
め
か
、
各
位
よ
り
希
望
さ
れ
不
足
を
来
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
本

日
増
刷
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
弁
財
天
の
位
置
と
、
年
表
の
一
部
を
訂
正
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右 
 
 
 

年
十
月
吉
日 

 
ワ
ー
プ
ロ
に
よ
る
再
版
に
つ
い
て 

 

「
五
十
の
手
習
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
人
生
八
十
年
時
代
の
今
日
こ
の
節
、
昨
年
六
十

才
誕
生
日
直
前
の
、
七
月
六
日
よ
り
ワ
ー
プ
ロ
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
こ
の
世
の
中
に
、
こ
ん
な
に

便
利
な
機
器
が
出
来
た
も
の
か
と
、
感
嘆
し
な
が
ら
、
覚
え
る
に
し
た
が
い
、
段
々
と
面
白
く
な
り

ま
し
た
。
指
の
練
習
に
と
、
二
十
年
前
に
出
し
た
「
弁
天
様
略
記
」
を
打
ち
始
め
（
入
力
）
て
み
た

と
こ
ろ
、
前
か
が
み
に
よ
る
ワ
ー
プ
ロ
の
や
り
過
ぎ
で
、
そ
の
後
十
月
に
「
腰
痛
」
再
発
、「
弁
天
様

略
記
」
の
入
力
も
中
途
半
端
な
ま
ま
で
し
た
。 

今
年
に
入
り
、
夏
祭
り
に
際
し
「
八
坂
宮
元
本
神
輿
」
に
、
地
方
史
愛
好
家
の
一
人
と
し
て
、
又
々

興
味
を
抱
き
、
郷
土
史
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
調
査
を
思
い
た
ち
ま
し
た
。 

し
か
し
、
そ
の
前
に
「
弁
天
様
略
記
」
の
ワ
ー
プ
ロ
に
よ
る
印
刷
完
成
を
と
考
え
た
次
第
で
す
。

と
同
時
に
、
前
回
作
成
分
の
中
に
あ
る
字
句
表
現
上
の
解
釈
訂
正
や
、
大
正
末
頃
の
一
項
目
『
弁
財

天
に
始
め
て
祠
を
造
る
…
…
二
十
頁
』『
そ
の
後
も
続
く
関
根
家
の
守
り
…
…
二
十
一
頁
』の
記
載
も

必
要
だ
っ
た
と
思
い
、
一
部
補
充
の
上
、
再
作
成
し
ま
し
た
。 

各
位
の
ご
笑
覧
に
供
せ
る
な
ら
ば
、
幸
い
と
思
う
次
第
で
す
。 

 

平
成
三
年
八
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

島 

村 
繁 

夫 


	弁天様略記
	弁天社石碑
	地図Ⅰ　自然堤防想像図
	地図Ⅱ　明治以前の弁才天安置想像図
	地図Ⅲ　明治25年作成地図
	地図Ⅳ　明治末期頃（明治43年大水前）
	地図Ⅴ　大正末期頃（大正12年震災前）.pdf

